第４節　長瀬高浜遺跡の集落

　天神川右岸の砂丘地に古墳時代前期を中心とした大集落跡を持つ長瀬高浜遺跡（弥生時代から中世に至る）がある。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),この)集落は、弥生時代前期と古墳時代前期から中期にかけて営造されているが、中期中頃にはその規模を縮少し集落が欠落して空白の時代となるようである。


　南谷ヒジリ遺跡等の発掘調査（１９９０年４月～１９９１年３月の期間）が行われ、遺構・遺物が出土した。

　本遺跡の遺構は、古墳１・竪穴住居跡５・土坑４・掘立柱建物跡３・溝状遺構４・埋葬施設１・段状遺構１・ピット群等が見つかっている。


　この集落の欠落と南谷ヒジリ遺跡等の遺構、遺物が同時期であることが明らかにされてきた。

　南谷ヒジリ遺跡は、標高２１～２４メートルの低丘陵上に位置し、東郷池の北西、橋津川中流左岸の羽合平野に向かって東西に延びる舌上に存在する。


　この遺跡および周辺は、飲み水はもとより耕作（水田）にも不便な土地である。

　弥生時代後期から古墳時代にかけて、畿内地方のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふる),布留)式土器と呼んでいる土器群が成立し、庄内式土器と

布留式土器
呼ぶ一群の土器の次に布留式土器が出現を見るといわれている。

　布留式土器の出土は全国的に波及した時期であり、社会的な構造が、より複雑化したとも考えられる。

　近畿地方を中心とする文化や政治的な力の範囲の拡大を意味していて、階級的な変化を読み取るべきだと小林三郎編の「古墳と地方王権」に述べている。

　山陰系土器も、西は北部九州、東は近畿、北陸から関東、南は四国に及び、同時期の近畿系土器の拡散範囲に優るとも劣らないとしている。

　倭国乱に相当する弥生後期の争乱は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),同一)文化圏のなかでの争いやクニ相互の戦い、ムラとムラの戦に備えた防御集落として出現したと考えたい。


　南谷ヒジリ遺跡・南谷大山遺跡のような急斜面を登り詰めたところに集落を営まねばならなかったのであろうか。


　高浜遺跡は広い平地に、井戸もあり、水田もあって農耕に便利な地を抛棄したものは戦乱によるものではないかと考えられるのである。

　このことについては、「弥生時代の中期から末期にかけて、高地性集落と呼ばれる特殊な遺跡があらわれることはよく知られている。―途中略―共通しているのは水田耕作には著しく不適な地点を選んでいることである。


　これらの遺跡については、焼畑農民や狩猟民の集落とするなど諸説をみたが、環濠をめぐらすことが多いことなどから、戦乱に備えての防御を第一義的に重視した集落、すなわちわが国最古の城砦的遺跡（高城）と考えられている。」（古代日本海水化―森浩一編―橋本澄夫）


　以上にみられるように、焼畑農民や狩猟民の集落説もあるが、高浜遺跡に何かが起きたことが考えられる。

　この何かは、弥生海進によるとも考えられるがむしろ、戦乱が集落を一時EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほう),抛)棄させたのではないかと思えるのである。
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